
                                                                                                     

 本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに足る

と判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。また、記載された内

容は、第一生命ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。 

1 

EU Indicators  

欧州経済指標コメント：1-3月期英国ＧＤＰ(速報値) 
                発表日：2011年4月28日(木)  

～天候要因による前期の落ち込みからプラス成長に復帰～ 
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・ 1-3月期の英国の実質ＧＤＰ成長率は前期比＋0.5％、同年率＋2.0％と、昨年10-12月期の落ち込み

（同▲0.5％、同年率▲1.9％）からプラス成長に復帰した。これはクリスマス商戦時の記録的な寒波

到来による前期の下振れ分を取り戻したに過ぎず、過去２四半期の平均ではゼロ成長にとどまる。 

・ 足許の景気は緩やかな拡大基調にあると判断。天候要因による振れを除いた過去２四半期の景気のイ

メージは、昨年10-12月期が住宅市況の軟化や家計マインドの冷え込みが響き小幅マイナス成長、1-3

月期に入ると住宅市況の調整が引き続き足枷となっているものの、製造業活動の回復持続に加え、家

計マインドの悪化に歯止めが掛かってきたことで、消費活動にも僅かに動きが出てきた。4-6月期入り

後も回復の足取りは強くないものの、景気は徐々に底固めをしている状況。家計マインドの一方向的

な落ち込みに下げ止まりの兆しもあり、ロイヤル・ウェディング特需も消費回復を後押ししよう。 

・ 需要項目別の内訳は５月25日の一時改定値で公表されるが、業種別ＧＤＰや原統計の推移から判断し

て、個人消費、設備投資、輸出が順調に拡大した一方、住宅投資と建設投資が大きく落ち込んだ模様。 

■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■英国：業種別ＧＤＰ

出所：英国家統計局 出所：英国家統計局
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■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質

ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需
個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入

投資

09/7-9月期 4.2 ▲ 1.1 (▲ 0.8) ▲ 0.0 ▲ 0.7 0.2 (▲ 0.5) (▲ 0.3) 3.5 4.4
09/10-12月期 5.3 1.9 (2.8) 3.8 1.8 ▲ 5.8 (0.8) (▲ 0.8) 15.5 17.7

10/1-3月期 7.6 0.8 (4.0) ▲ 0.8 2.0 16.8 (2.0) (▲ 3.2) ▲ 4.0 7.7
10/4-6月期 2.6 4.3 (3.7) 2.0 0.6 0.4 (2.1) (0.6) 12.5 8.8

10/7-9月期 4.5 2.9 (3.4) ▲ 0.5 ▲ 1.9 15.0 (2.3) (▲ 0.5) 6.7 7.8
10/10-12月期 2.2 ▲ 1.9 (0.1) ▲ 1.2 1.5 ▲ 7.2 (1.7) (▲ 2.0) 7.1 13.5
11/1-3月期 － 2.0 － － － － － － － －

出所：英国連邦統計局  


